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1.麟 土曲の裾野で闘発されたナチュロック製品

欄士itFと簡木ケ原め樹海

鮒壮曲'☆僻間3,770皿の日本織間酷の山であるととも惚、翻士山鮒の脳泌はは火

iff皿である日本の気候lm上な録徴する肌灘が広がっている。

こ,の業しい田鍛状成層火山 (コユーデ式)は 、3度 の職火活動によって倉いりあ

げられ路ものである。最初は約70～20万年前は、次は約8～ 1万5000年前は、そ

1)て約 1万だい樹艦当時約8,000111ほ放んでいた滑需士火曲の火日付温から噛火が起

とり、鯛在の柵裁を静るよう佐なったのだが、以後も火山活動を統け、閲階1707

年艦婦裂してから休火山になっている。

鮒燎山の挑しい風最を謡るとき、忘れてならないのが鱒よの柵聯艦広がる「青 |

木ケ脚の棚湘Jで ある。

曲隅804年、観士曲の中搬から流れ船滋浴岩が明在のLif梨県聞者ド招群ドと問八代群ド

佑熊たがる脚囲約161tlIIはわたって大地を概い、やがて冷え田まった浴器は3つ の

湖権4ほ榊なともは、大隷林地帯を彬賦【ノ、続器物渚ちのほ大な撫剛と̀な玲漁ので

ある6

この大嫌林地榊は 「青木ケ原f/D樹湘」とH平ばれている。 「樹湘Jと は F間の湘J

ないう慮味で、大地を概りた溶器の多子し関螺猫が、生物の…大憲障を生tP鎌台な

なっている。隙間の舞い、ポージス状のとの天然灘材は、吸湿性、傑水性艦慨れ

ているため、大lLtな潤し、油牌な温気を傘みt激 ケやシダ娘が付着じやすく、ヒ

ノキ、ツガ、カエデ、シダ災Rなどの植物が生い茂るようになり、野品の生愚地ほ

もなったとのである。



数た、こうした自然の糞しい風餓は火山圃日本ほ赫いて翻士の掘貯佐隈ったも

ので,☆独く、肌機の盤はあれt日 本夕J路北部の北湘遭や聞部の九州などでも眺め

られるもので、観士山測辺の皿観は、日本の気候風上の熱徴的存在と闇うことが

で器る。

しかモノながら、翻士の柵断も都市化の波や観光地としてのオば使性な図るために

開発が総み、かt)ての議 tノい風館も分附されようとしている。翻士の裾野船態士

紺根伊豆圏立公園艦贈姓されているが、遺踏やビルの建設などにより、熱かな自

然操蹴も,共われつつあるのが現築である。

盟士山の盟tilt佐訓汗‖するナチュロック製品

1992年ほリオヂジャネイロで開鶴された 『螺境と開発は関する田避傘識』 (地

球サミット)佐 おいて中心となった識題 「サスティナブル ディベロップメント」

(榊統町髄独開発)は 、文明と自然が共梓していくため陥、将来の世代が必撰と

する触搬盟湖を搬なわない館囲で明代の社会が必要とする開発佐llXり組んでいこ

あ松する概織であっる。温伸え冷自然の銘しい凧黒や拡職孫な後世佐期していとう

とザ
い
る気腿がi輔畿り、ョンクリート職造物を用いた開発ほおいても、自然熱繊や

生態孫は輸囲は慮した製品や正溢が求冷られるようはなっている。

日本サ・ナュロック,☆、盟士Ll.lの繊である曲饗犠聞都樹群ド艦機撒れたコンクリー

トジtⅢ…ヽカー (明在の本社総斑球報ド港区)で あり、コンクリ… トブロックの開発佐

あたって構、翻士曲の自然の肌!撤を分断させないt則 囲の撰繊と調和した製品の

供船が難本』ンセプトはなっている。

熔が、日本のコンクリート繋外船、焚響対策から機溢物の職度の温求を壼騨視

して番洗路め、当社の孟うな製品権開発しているメーカ‐は少なく、撮近の環境

問題への注目が聞縦るなか、出ンクリートブロックを排除する風潮が轍まってい

る。

謂ンクリー トブロックは安全独密ド情生活を営んでいくうえで必騨不可
・
欠な賀材

である,☆ず捕が、日本で船(翻 士紳裾野ほ代韓されるたうほ満切な用漁や暢跡を

選ぼず慮使用されて慈
'た
ため、嫌念ながらその皮勤が出てきていると靖えられる。



以下帖鶏化ほのナチュロック製品の概擦を紹介させていた浦くが、岡ブロックは

日本古来の石横み機術の農さも取り入れた製品であるため、その前は日本のコン

クリー ト難界の側状と古くから増われてきた日本の石横み工法の特徴などについ

て蹴べさせていただくことにする。

2.コ ンクリート業界の明状と日本の億統的石横み五法の特徴

聞本の樹ンクリート業界の現状

日本の翠ンクリ‐トメーカエは、大企業から舞内止繋的な槻機の会社熊で幅広

く存在W"るがヽ河川や脳路の擁盤など命製品を主体佐製溢しているぬ業となると、

金田槻棋で構、中小メーカーが底律〔的に多いという状態にある。

したがって、新たなプレキャストコンクリート製品の開発ほ取り織まなければ

触ら独い障、大企難を除いた多くの中小メーカrで 触、土木デザインを勉職 t/た

人間が、鍵際の二丘場でブwッ クの開発は制約っていないのが棚状である。注α〉た

冷大総灘がデザイン性艦繊れたコンクリートブロックを開発すると、中小メいカ

ーは、岡じ於うなデザインのブロックを製造し、販発している場合が多い。

コンクリー トゾロウクは価格が安く、逮隔flfHへ避ぶ場合は避搬コストの方が余

静|はヽかかってし盤う洗縦)、触場のメ…カーが始の地労で般われるブロックな供給

するといおのが鉱騨独流灘離路となっている。1ノたがって、大申メーカーの開施

した製品と似たようなプロックが、全国ほ普及 t/ていくという状況が組二じている。

幹して、とおした中小メーカーが製進t/たゾロックが、当初の開発あナTマ と

は避っ滋場W、 どらかといおと…器、聞陪つく測川の機鮮や遭路擁盤性使用され

ている場命が多いのである。水ほと盤間なコンクリートで概われた者ド博河川な田

本で燃 「嵩間報り離鮮Jと 呼び、興輿権股ち、4i辞物も41ュ愚 lノない r死の川Jの

代招制艦なってし縦い、水泌が激リドーとしての役圏な果たせなくなったため、

泣年、搬鮮の構銀事業が行われるようはなってきている。

敵旅施「:は上の問艦点な1/て、ひとつの遭船や川川の正観を行う場合、入札で金

体の正鞭を1社 店撹潤iさせるのではなく、何五ほかに分けて触社は繊油させるこ

とが多いため、五ほはよって施正を担当するゼネコンも、納入されるIrンクリー



卜製辞:も溢うないう状態はなり、遺路や河川というつながりのある盤Rflであるに

も内ヽ的ヽわらず、金体α)正騨が路Tし た畔に、正ほ陀批って脳観が変わってしまう

ないう事轍が発生している。

選の始紛阻蹴俳眠や汗げ用替から館観上不織中であるとか、擁盤めヂザインほり

ながりがない、といった批判の声があがってくるのである。

さらは織逸ほなって地蹴住民の黒観デザインや自然環備の保全に対する関心が

間ギ触り、サスナ,fナブル ディベロツプメントや ドⅢfツのビオトープ艦象徴され

る欄蹴間醒が注目されるようになったため、発注替やメーカーも、そうした社会

的rht品すズの急激独継化佐迅灘に対応できないという問艦が4ほじている。社会状

況の変化佐対―してこではどんな製品が良いのか、という解鶴な発濃著やメーカー

微r輸撚林することがむずかしく、さらに住民の徹‖ほも撲期的な祝野たたって製品

の評価盤紳な欝てる者が少ないため、試待錨誤が線り遼されるといお状態が生ま

れている。

プレキャストョンクリート製品の躍史

Fl本騰赫,サ
`る
プレキャスト』ンクリート製品の麟蛇をみると、熊性治水を障l的

な1/た白いヨンクリー トブロックが1950年代から使われるようになり、次佐玉石

や鉄平石な鵬っ滋止あな石機器の製品が繊暢ザる。そ1ノてコンクリート鋼品鵬替

色輩
Ⅲ
るという般行けが開発され、セラコン (セラミック)濃 畿は代譲される色のつ

い施ゾロックが普及するようはなっていく。

たギが今で船、こうした観繊艦蹴慮tノ施触ずのコンクリートブロックが地判の対

熱はなっているのである。

これはデザインの書 1ノ悪じというよりも、使う場研な間還えたり、先佐遮べた

五艦い織いはよって、灘う紺伍α〉製鮮!が灘繊する側じ盤間の擁盤佐使われ、それ

ぞれの製品の自闇主聴がかえって全体の黒観な損なう状況が生じているからであ

る。注α〉始掛、総果としてコンクリ品卜製品ほ対するマイナスイメエジが広がっ

ているのが珊状である。



郷品な開発したデザⅢfナあは、こうした普及の仕折を予想 Lノていなかったはず

だが、社`会の二…ズという名日のもとは、新製品が一人歩きをはじめていく。

発法審側が盟品の開発ヨンセプトを撃腿していても、工区の還いによって担当

部響や拙路器が避うため、結果として全体α〉餓棚は不職…が独じ、コンクリー ト

メャおカーも納入する側の立場のため、鈍織をあげるために傘体の最織な靖える余

裕がなくなってし数うという購循環佐赫ちいっていくのである。

今後の線饉なlノて触、発池都納rもメーカー側も施正サ
Ⅲ
る場跡の環境佐蹴じ賦し、

トータル.ヂザインを靖えていく必要がある。ブロック部体の機能を盟机していく

のではなく、堆れな避織して使うことはよって、機み上げた蘭さ、撲さ、劇りの

螺蹴中駅撤への成服感を貯えていかなければならない。ただ中小のメーカーがこ

うした課館を1祉 だけで解決していくないうのサ☆数かなか困難な状況はあり、今

後憾中小メーカふが共田でデザインを考えるるといった試みも必要陀なってくる

と脳われる。           ,

日本の億統的石横み五法の特徴

土木騨灘の鵬史なふり返ると、日本の職圏時代と呼ばれる西麟1500年代に、現

代の曲郷操下…榊を治め施武田借玄という武将がいたが、この戦圏大名が難いた

「儒盟躍」ないう堤防は、当畔命油水繊術な代議するものなして広く知られてい

る。

「億撚颯`J,☆川脚の丸ぃい玉石な河川艦機み上′ずたもので、出石は山佐選んで擁

盤の構築にも億われたのだが、その触戦にある脇場の石を使っていたので、周囲

の服繊ほ潜け込み、路ち譜いた件まいを裸わせる―堤として、後世にも開い評価を

得ている。

秘佑繊場モノてくる風が孫‖1い形はなっている間磁石の盤欄みも洪斌するもので、

ェョロジーの祝点から拠えても、石工が石の田りの角ながきながら欄みやすい形

はしてぷ始滋冷、石横みは船隙問や糟があり、そこから総や弾が笙まえなり、出虫

や小動物が位恩じていたり、今で語うぼオトープが保念されてきたのである。



日本はも、こうした滑水という沈讐対策を目的な1ノながら、態田していたかど

うかは舛いとして餓観や自然螺蹴性も岨慮した石機み五法があり、今後は社会のニ

ーズは対応
`し
ながら、日本書来の徹統的五法を原点としたプレキャ.ストコンクリ

ー ト製鮮1の開発を進めていくべきであると考える。

‖・料ンクリー トブロックと天然石を繊合化させたナチュロック製品

ナナュIHック製品の特徴

.日 本ナチュロックで,☆、 「防災J「 醍槻J「 環境」という3勢 のキー

ツー ドな…体化させたコンクリート製品の欄発を進め、天然補とコンクリートブ

ロックな繊倫化させた譲間化粧コンクリート製品を製濃L/ている。

「ナチュロック」と触 rナナュラル」と rブロック」の過諮で、できるだけ自

然との調和なはかりたいという服いからネーミングしたものである。

ナチユロツク製品の機油的特徴は、天然石が舞出した隷問化粧コンクリー ト製

品な鋼溢する艦際・Iy、焼鶴の小さな石及び砂を用い、天然石を従来以上ほ提出さ

せることができ、しかもこれまで隷ばがれやすかった天然補がヨンクリー トほ職圏

催結合し、出来上がった製品は、天然橋私天撫石の間の目地韓ドが粒往の小さな石

及び砂で概われるため、無気鯛なヨンクリート地肌の絆出がなく、周囲の風観佐

自然の温もり強麒tレさせることができる点にある。

Jン クリー トブロックの幾間は埋め込離れる天然石は、聞圏の農観は馴染ませ

る☆1冷佐堆の土地の石強使うのが原則だが、闇士火l上r帯で採取される溶器を使っ

施製品 「ナナ出ロック多子閲 環境ブロック」は、コタ
Ⅲ
畑などの栖物がより自然発

生しやサいという特徴から、胡松では山梨県下佐限らず、増ド柑川川な中心は金圏

的佑徹われるようはなっている。

程の多rL関環境ブロックの第 1号 は露士Lilの6号 聞で使われている。これは19

8馬年脇麟壮曲の盤出適で湘石騨敵が相次ぎ、L町饗操から湘石防止の上圏め正靭な

衛い施いという甜があり、わずか 1カ月という盤い五期で可能なうえ、留士曲の

操繊艦制和するない串特徴が認められ、採用されたものである。



観繊や独脳素はも囲3慮したナヂュロックビオボー ド

「ジⅢナとLロック多ごし鯛環境ブロウク」は防災と盤舗だけでなく、自然焦轍系の

保念性も隅賦した製品で、河川から遺路、公園t宅 地澄成地まで、用漁佐応じて

服々独バリエーションのブロックを揃えている。そのなかで既存のコンクリー ト

機維物であっても解体品額を行わず佐修撰が行える製品として開発されたのが

「ナチユロツクぼオボードJで ある。

法うした製品,☆、齢上の隅Ltrrほ広がる 「青木ケ原の樹湘Jほ ヒントを得て開発

された輸卜のである。翻士Lli周泌の大地を覆った溶器が油度な灘気な命か、大線林

地榊強彬成ザ
・
る嬰囲となった事業は簿圏し、との自然外の悩岨な応rffじて、蹴杯

の甜ンクリー ト機避物であっても浦賊な総化が町能な憾鞘を創りだす
・
ことに成功

じたのである。

隙間の多いポージス状の浴器をコンクリー トブロックと網命化させることは止

り、無機鯛なコンクリート盤間が』ケ期をはじめとする植物が障1然発生する穏機

的な盤間は生機れ変わり、時の継泄とともに盤間が穂やかほ織化されていくので

ある。     .   ｀

田当路りα〉出い擁盤では孟佑ギボウシゴケ、ハマキゴケ、ギンゴケなどが、日

除や水泌空間などではオオトウノソゴケ、ヒロハッヤゴケ、シダレヤスヂゴケ、

ハイゴケ、ジンガサぜケ、ホソバシラガゴケなどが生背し、問凸のある盤間が縄

難tや小勘物の統愚場ルiとなり、水蹴では水の沖化を促し、カゲロウ、ホタル、サ

ツガ品などの生恩も町能はなる。

用1雄は対川の機鮮や遺路の擁盤からビルの盤間、盛根〔盛上、外機などの修醍

な隅広く、植物が生賦す!る撤での期間も浴結という自然界の熱材が落ち着いた射

阻気をかもし熔す。保温性、保縦性に慨れているので、輿鯛のコンクリート盤問

の照り温1ンな端肺L′、率の乾嫌輸防止する特性があり、flt市のほ―トアイランド

珊熱の機和性も風献する。

熊施不自然な植織子bを撒けているわけではないので、植物が油度ほ焦据するこ

ともなく、メンヂナンスは畑わされる心配はもない。



ナチュロックビオボ中ドほは既存の壁間に貼る 「後HlfiリタイプJと 紺設の F型

枠タイプJと があり、後jllliリタイプは脱存の機澄物の盤聞佐貼りつけるだけのエ

織なので、解体工串を必繋法1ノない。軽量、簿製で五期も短く、自由に切断でき

るため、瑚場加王の容易なボードである。

聴ほ日本の河川触二間貼り融鮮佐熱徴されるように、全圏的性コンクリー トブ

ロックで観われている讚鮮が多く、醍舗や生轍糸ほ阻慮した水辺空間の構麒工寧

な行う脇は、解体五騨だけでも英大なコストがかかってしまうので、縦済性の聞

からも後llriリタイプは、水泌の修最脇有効な製品であると舗うことができる。

サスサィナブル デイベロップメントを笑胴するコンクリ…卜製品の縄鍵

日本ナチュロックでは、ョンクリートブロックと他の自然熱材 (天然石や溶幣)

との繊合戦術の開発が、サスティナブル ディベロップメントを築酬するた冷の上

ホ資材、鯉難賛材のひとつになると靖えている。

天然石との被合ぅについて遼べれば、億統的な石欄みの擁醸の良さに轡い、脚辺

の環蹴と灘和感のない地場の石をコンクリー トブロックの議間ほ概命化させ、か

つての擁盤の隙聞や溝が生き物の仕娩は被ったようは、コンクリー トブロックは

も隙聞や溝な設けたデザインをする必要がある。様た溶器のよおな勢rL闘な撫材

を概命化させるととはより、盤間全体の織化も可能になる。

こあモノ施網合化された製品は鋪成した時の凡栄えだけではなく、プロックの議

研憾天撫補が使われていることはより、貯が紐泄しても湾れやムウが日立たず、

関囲の銀tilt佐馴撫んでいく特徴があり、観tiltや練聴佐酎B慮しながらも、災響佐轍

いというコンクリ
1-卜
の騰船も滞かすことができるのである。

縦た植物はついては、その地峨は自生する植物の穂姫を調餓し、その土地の櫨

物がゾロック銀間の溜や隙lltl、植殺子しから生撲し、植物自路の生命力ほより独器

られるような郷台づくりな球えるべ番である。

稲物の生提強1可
・
能にする製品には、コンクリー トの単体製品としてもポージス



コンクリエトに代襲される隙間や植裁Fしを設けたプロックも開発されているが、

吸繊性や保水性、コンクリート内の温度上昇の問題などの課題が舞っている。

今後の多様な社会的ニーズに対応するためには、デザインのハリエーションが

盤欝で、通度な線化も可能な天然石とヨンクリユトプロツクとの複舎化を、ひと

つのコンクリート技術として確立していくべきである。

そして、こうした綾合技術を標準化し、周囲の景観や生態糸に調和する天然石

との複食プロックの普及を促すことで、サステイナブル ディベロップメントを築

輔していくための第一歩になると考えている。
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